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令和７年度第１回八戸市中小企業・小規模企業振興会議 会議録 

 

 

日 時  令和７年７月14日（月）10時 00分～11時 10分 

会 場  八戸市庁本館地下 研修室 

出席委員  別紙「出席者名簿」のとおり 

事 務 局  別紙「出席者名簿」のとおり 

 

次 第  １ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 報告案件 

 ・令和７年度からの中小企業振興条例に基づく助成制度について  

 ・令和６年度意見に対する市の対応状況について 

４ 審議案件 

・令和７年度の活動計画について 

５ その他 

 ・今後の産業振興策の基本的な考え方について 

６ 閉会 

 

 

次第１ 開会 

 

事務局： 皆様、本日は大変お忙しい中、ご出席いただきまして誠にありがとうございます。定

刻となりましたので、ただ今より令和7年度第1回八戸市中小企業・小規模企業振興会

議を開催いたします。本日は、全 15 名のうち過半数の 14 名が出席しておりますので、

八戸市中小企業・小規模企業振興会議規則第4条第2項の規定により、会議が成立する

ことをご報告申し上げます。 

 

次第２ 委嘱状交付 

 

事務局： 次に、委員の交代がありましたので、新委員の皆様に委嘱状の交付を行います。お名

前をお呼びしますので、順次ご起立くださいますようお願い申し上げます。 

 

（委嘱状の交付） 

 

事務局：皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

次第３ 報告案件 

 

事務局： それでは、これより議事に入りますが、議事に先立ちまして会長から一言ご挨拶を頂

戴したいと思います。会長、よろしくお願いいたします。 
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会 長： はい。皆さん、おはようございます。本日はお忙しい中、お集まりいただきありがと

うございます。本日初めてご出席の委員の皆様もいらっしゃいますが、どうぞよろしく

お願いいたします。 

さて、今年度第 1回ということで、後ほど事務局から説明があるかと思いますけれど

も、全部で3回で、市の中小企業・小規模企業振興政策の意見書を作成してまいります。 

今年度は、昨年度本会議で答申しました、中小企業振興条例に基づく助成制度の見直

しについての報告、そして今年度の活動計画の審議、その他として今後の産業振興策の

基本的な考え方について取り扱います。それでは本日も活発なご議論、ご審議のほどお

願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

事務局： 会長、ありがとうございました。それでは、これより議事に入ります。本日の議事進

行は、会議規則第4条第1項の規定に基づき、会長にお願いいたします。 

会 長： それでは、次第に基づき議事を進行してまいります。本日の議事は報告案件2件、審

議案件1件、その他を予定しております。それではまず報告案件の1つ目、令和7年度

からの中小企業振興条例に基づく助成制度について。資料1について、事務局から説明

をお願いいたします。 

 

（事務局より資料１-１、１-２に基づいて説明） 

 

会 長： はい。ありがとうございました。それでは、報告案件の2つ目、令和6年度の意見に

対する市の対応状況について伺います。事務局から説明をお願いいたします。 

 

（事務局より資料２、３に基づいて説明） 

 

会 長： はい、ありがとうございました。ただいまの報告案件の意見ですね。今ご説明いただ

きましたけれども、こちらの内容について何かご質問等ございましたら頂戴したいと

思いますがいかがでしょうか。 

委 員： はい。 

会 長： はい、どうぞ。 

委 員： ご説明ありがとうございました。所感を少し述べさせていただきたいのですが。資料

1 の 1、助成制度についてなんですけれども、第 5 条、第 6 条にかかる助成内容が新設

されたというところなんですが、助成率、額ですかね、主に加算条件が以前のものから

少し複雑になってきたのではないかと考えておりました。5 条、6 条は今公募中という

ことでしたけれども、加算条件が複雑になっていましたので、しっかりとしたガイド、

説明のところをしっかり行って、公募をしていただければ良いのではないかと感じたと

ころです。 

あと、もう1点ですけれども、報告案件2の項目になりますけれども、資料3の、基

本方針4の No.8のところですけれども、IT業界に関心を持つ学生と市内IT企業で働く

若手エンジニアとの交流ワークショップを継続して開催しており、今年度も開催してい

るかと思います。まずその交流の内容について、人材確保ということで、こういった交

流を図っていくことは非常に大切だと思っておりますが、目的として、その業界に興味

ある人材を増やしたいのか、企業の、人材確保として、こういった交流を深めていくの

か、少し目的をはっきりさせた方が良いのかなと思っておりました。というのは、ITの

ところで言いますと、就職するという一つの手段と、また別の方法で、最近ですと、フ

リーランスで活動するエンジニアも出てきておりますので、そのフリーランス向けなの
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か、企業の人材確保向けなのか、交流を通して、どちらにも振れることができますので、

こちらでいうと中小企業振興ですので、どちらかというと企業の人材確保のために行っ

ているのではないかと思いますので、せっかく交流して IT 業界の方に興味を持っても

らえるのは非常に嬉しいんですけれども、フリーランスを増やすというよりは、中小企

業の、人材確保に資するような交流であってほしいと思っておりました。私からは以上

です。 

会 長： 事務局からはよろしいでしょうか。はい。 

他に御質問とございませんでしょうか。 

委 員： はい。資料1の、新しい第5条、6条の助成上限額について、これは1件 500万円と

考えていいでしょうか。 

事務局： はい。お見込みのとおりです。 

委 員： これは、申請が多かった場合など、予算は何件分くらいまで、というのはあるのでし

ょうか。 

事務局： 2 件ずつを想定しており、予算は 1,000 万円ずつです。公募制なので、審査をして、

採択案件を決定することになろうかと思います。 

委 員： わかりました。 

会 長： はい。ありがとうございます。他にご質問等ございますでしょうか。はい、お願いし

ます。 

委 員： 失礼します。お願いします。質問ではなく、意見ですが。 

会 長： はい、どうぞ。 

委 員： はい。基本方針3のところで農作物の件です。ここでは、例えば「八戸いちご」の話

だったのが、いちごのことについて触れられてしまっておりますけれども、最近、農家

さんがうちのお客さんになりましてですね、その方のご意見によると、やはりこの生産

者とバイヤーを繋ぐというところが、まだ今一つなようで、あるスーパーに持っていっ

たところが、その日に売られるのではなくて、彼らの都合で 2、3 日後に並んでしまう

ため、全く新鮮なものが届けられなくなってしまったので、もうそこに下ろすのは、や

はりやめたという話を聞くことができました。ですので、やはりその辺ですね、もう少

しバイヤーさんの方の対応を変えていただければ、八戸の農作物も、もう少し市場に、

タイムリーに出るかもしれないと思ったことが先日ございましたので、意見として申し

上げます。以上です。 

会 長： ありがとうございます。その他ございませんでしょうか。 

委 員： はい。 

会 長： はい。どうぞ。 

委 員： 基本方針4、資料3の一番下の9番ですが、産業労政課のご担当に伺いたいのですが、

学生目線の説明会とは、どのようなものでしょうか。 

事務局： はい、ありがとうございます。 

こちらの「はちのへ企業魅力発信×発見フェア」でございますけれども、企業の認知

度向上を目的に今年度から実施するものでございまして、市内の企業にブースを出展し

ていただきまして、そちらで企業の優れた製品や技術を直接見たり触れたりしていただ

くものですとか、あとは、お仕事の体験ができるようなブースを市内企業に設けていた

だいて、高校生や大学生に会場へおいでいただいて、それぞれブースを回って見ていた

だくことで、企業の名前だけではなくて、どのような企業なのかをより分かりやすく知

っていただけるような展示会にしたいということで、いま進めているところでございま

す。以上でございます。 
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委 員： わかりました。ありがとうございます。 

会 長： よろしいでしょうか。他にございませんか。 

なければ、次の審議案件の方に、移行したいと思います。 

 

 

次第４ 審議案件 

会 長： 次の審議案件となります、審議案件「令和７年度活動計画について」、こちらの説明

をお願いいたします。 

 

（事務局より資料４、５に基づいて説明） 

 

 

会 長： はい。ありがとうございました。ただいまの審議案件の説明に関しまして、ご意見、

ご質問等ございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

ないということで、この活動計画案について、本年度の活動計画案をこのような内容

で取りまとめる方針で進めていきたいと思います。ありがとうございます。 

 

 

次第５ その他 

 

会 長： それでは、続きまして、その他ということで、事務局の方から説明をお願いしたいと

思います。 

 

（事務局より資料６、７に基づいて説明） 

 

会 長： はい、ありがとうございました。それでは、ただいまのこの振興策の基本的な考え方

について、委員の皆様からご意見がございましたら、頂戴したいと思います。いかがで

しょうか。 

委 員： はい。 

会 長： はい。よろしくお願いします。 

委 員： はい、ご説明、大変ありがとうございました。 

あの、先ほどの国の、やはり流れとしてですね、地域未来牽引企業とか 100 億企業と

か、この100億という数字が売上高100億なので、利益ベースだとどうなんだ、という

のは個人的に思うところはありますけれども、どちらかというとやはり規模の大きい企

業の方に、国のリソースを投入していこう、という流れが来ていたというのは、非常に

実感するところでございます。これは青森県の（公財）21あおもり産業総合支援センタ

ーでもですね、県の方を通じて、そういう流れが今来ているかなと思うんですが、やは

り地域経済を担っているのは、その成長志向、規模の大きい企業よりも、むしろ小規模

企業の方が絶対数としては多いかなと。特に市民生活を形成する、担う部分に関しては、

小規模事業者の役割は非常に大きいものがあるかなというふうに思いますので、施策、

市でいうと、あるいは税収として回収する、といった投資と回収という考え方ももしか

したらあるかもしれませんけれども、そういう考え方だけではなくて、地域が将来も持

続的に続いていく、という前提でのご判断が、非常に論点としてはやはり大事なところ

かなというふうに思いました。 
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あと、期待というお話でしたけれども、日本全国ですね、非常に停滞ムードというか、

悲観的なマインドになっているかなと思いますので、できれば八戸市で中小企業者の方

が未来を安心してイメージできて、事業を安心して行えるような環境づくり、マインド

の醸成みたいなところもですね、ぜひ考えていただければよろしいのかなというふうに

思いました。 

あと、事業承継のお話が先ほどちらっと出たんですけれども、この非常に厳しい経済

環境の中で、事業者の方も結構経営者の方が高齢化していることに伴って、事業承継と

いう悩みは非常に深くなってきているなというのは、現場の方で実感しているところで

ございます。その中でやはり後継者がいらっしゃらない企業も非常に多いので、例えば

従業員さんへの承継、あるいは M&A というところも、非常に最近案件が増えてきている

ところでございました。ただ一方で、M&A 業者が入ってトラブルを起こしているような

ケースもですね、全国的に話題になってきているので、そういう意味では、やはり地域

内や顔の見える関係の中での M&A なども、ぜひ今後行政としても検討していただければ

ありがたいのかな、というところでございます。以上です。 

会 長： はい、ありがとうございます。市川課長、お願いします。 

事務局： はい。ありがとうございます。参考意見として賜りながら、一つ先ほどご説明を忘れ

ました点について、資料６ 

について事前意見を頂戴しておりました。資料７をご覧いただきたいと思います。「成

長しようとする企業に対して、限られた自治体の予算及び人員のリソースを集中的に投

下することで、投資効果を最大化し、「良質な雇用の確保と人手不足への対応」に結び

つけようとする取組みは、今後に向けて非常に有意義な取組みと思います。 

ただし、現在における国等の「包摂的成長」という言葉における「包摂的」とは、「多

くの人に広く恩恵がいきわたる」ということであり、集中的な支援の政策設計次第では、

「富の偏在と格差の拡大」「地域経済の空洞化」「公正な競争の阻害」といった「収奪

的な構造」になる恐れがあると思います。 

「何を目的とし、どのような条件で支援するか」の視点とともに、支援の対象から外れ

た企業や産業構造の変化によって仕事を失う人々に対して、事業転換支援や学び直しの

機会といったセーフティネットを同時に提供することも大切だと思いました。」という

ご意見を頂戴しております。以上でございます。 

会 長： その他、何かございましたら。 

委 員： はい、いいですか。 

会 長： はい、どうぞ。 

委 員： これは私の思いなんですけど。最近ちょっとですね、八戸市の歴史を含めた産業につ

いて、色々話をする機会があるんですけど、市川課長が提示した4ページのところでで

すね、八戸市内はバランスのとれた産業界ということで、とはいえ、やはりあの、北東

北で今まで 2位でしたが、3位になりましたよね、北上それから金ヶ崎。飛びぬけた企

業さんがいてですね、それが売上高に寄与している。そういうのも八戸も必要じゃない

かな、というのを感じたりですね。 

この製造品出荷額 6,112 億円ありますが、去年苫小牧へ行ったらですね、苫小牧は 1

兆 2,000億円です。この倍あるんですよね。で、人口は17万人。八戸に比べてかなり少

なくて、そういったところもありましてですね、もうあの大型素材系の企業はあります

が、中小企業ももっともっとですね、そういうところで、売上高を上げるだけじゃない

んですけども、そういう、何と言いますか、これからのことを考えても、臨海工業地域

の企業さんたちというのはもう飽和状態ですよね。新産業都市の頃から色々ありました
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から。次の手段として何ができるか、というのもやはりこう、市の姿勢として、経済施

策としてですね、考えるべきではないかな、と感じております。すみません、こんな乱

暴な感じで。 

会 長： ありがとうございます。事務局からいいですか。はい。 

事務局： ありがとうございます。あの、苫小牧市の方と、その話ちょっとしたことあるんです

けど、「なんで苫小牧市って、製造品出荷額が八戸の倍もあって、港もあんなに大きく

てコンテナ取扱いするところもあって、人口もあんなに少ない（17万人）なのに、すご

いんだろうね」という話をしている中で、苫小牧市の方は、八戸の農業ほか小売業を含

めて、すごく様々な業種がバランスよくあって、それらがすべて稼ぐ力になって、産業

を支えているというのが羨ましいという声もいただきました。一方で、そうですね、大

規模投資、誘致含めてですね、必要な認識は高まっております。 

会 長： はい。ありがとうございました。他に、いかがでしょうか。よろしいですか。では、

ないということであれば、はい。 

それでは、本日予定の案件は全て終了となります。あと、さらに、全体通して、何か

言い忘れたことがございますとか、何かご意見ご質問等あれば、ご発言いただきたいと

思いますがいかがでしょうか。よろしいですか。はい。ないということであれば、本日

の案件は終了といたします。 

 

次第６ 閉会 

 

事務局： ありがとうございました。 

それでは最後に事務局から今後のスケジュールについてお知らせいたします。先ほど

審議案件においてご説明申し上げました通り、次回の会議は 8 月 25 日月曜日に開催予

定でございます。案件は、市の「中小企業・小規模企業振興政策」についての意見聴取

を予定してございます。開始時間は午前10時から。会場は八戸市庁本館地下、は同じな

んですけれども、今日のこの会場ではございませんで、地下会議室 Bというところ、あ

のファミリーマートの隣の会議室になってございますので、よろしくお願いいたします。

それでは、以上をもちまして本日の会議を終了いたします。本日はどうもありがとうご

ざいました。 

 


